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はじめに，ｌａｍｅｓ Ｗ，Ｔｕｔｔｌｅｔｏｎの Ｚ脳 Ｎｏ惚Ｚｓ げ 順α７２”８’ｓば” Ａ伽ｅ貧たαから引用する，

　　

ＪａｍｅｇｓａｍｂｉｖａｌｅｎｔｆｅｅｌｉｎｇａｂｏｕｔＡｍｅｒｉｃａｌｅｄｈｉｍｔｏｃｒｉｓｓｏｒｏｓｓｔｈｅＡｔｌａｎｔｉｃｉｎｔｈｅｅａｒｌｙ

　　

１８７０ｓ，ｔｅｓｔｉｎｇｈｉｓｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅｖｉａｂｉｌｉｔｙｏｆｔｈｅｏｌｄＷｒｏｒｌｄａｎｄｔｈｅＮｅｗａｓｓｕｂｊｅｃｔ

　　　　

ａｎｄｓｅｔｔｉｎｇｏｆｈｉｓａｒｔ，
（１）

Ｔｕｔｔｌｅｔｏｎはつぎのように主張する．Ｊａｍｅｓは，彼の生まれ育った環境からいっても，アメリカに

たいし，ａｍｂｉｖａｌｅｎｔな感情をもっていた． その感情に突き動かされて，１８７０年代の初期において，

彼は大西洋をはさんだ両岸を往復することになったが， そのとき， 彼は新世界と旧世界に関係する

もののうち， 作品の主題や場面設定に生かしえるものはないかと， いろいろな考えを吟味していた

と， この本の題名が７７２８亙ｗｅあ げ 朋αｍｌのｓご“Ａ朔好たαであることと， その本の冒頭において，

Ｔｕｔｔｌｅｔｏｎが Ｔｒｉｌｌｉｎｇの ｍａｎｎｅｒｓ論に言及していることなどを考えると，
（２）彼はＪａｍｅｓの探 しあ

てたものは， 他の数人のアメリカの作家と同様に， ｍａｎｎｅｒｓの問題であったといっているようにみ

える． この問題は， また， アメリカの小説において， 再吟味を必要とする大きな問題でもある，

　

Ｄ諺卸 肌”／”：ＡＳ粥ｄｙ（１８７８） は ｍａｎｎｅｒｓを扱った小説である， Ｔｕｔｔｌｅｔｏｎのいう ＴｈｅＮｏｖｅｌｓ

ｏｆＭａｎｎｅｒｓの範瞭にはいる，この小説では，それぞれの地域の風俗や習慣の比較対照や，それらを

担った登場人物の葛藤がｄｒａｍａのように展開していく．ｍａｎｎｅｒｓとは特定の時代の，ある特定の社

会における風俗習慣であるから， 同じ風俗習慣でも地域によって異った反応を引き起こすことが考

えられる， そして， この場合の 「地域」 はその当時の現実のａｃｔｕａｌｉｔｙを髪髭とさせるものがある．

　

つぎに， この小説にはふたつの層がある， という見解について言及してみたい， それによると，

Ｄｑｚ卸 肌煽げ；ＡＳ粥の には， 風俗習慣のｃｏｍｅｄｙが演じられている層と， 風俗習慣とはかけはな

れた形而上の世界といってもよい自然の世界の層との， ふたつの層があるといわれる． 俗と自然の

両世界を所有することができ，俗の世界を離れて自然の世界へ移っていけるのは，女主人公のＤａｉｓｙ

ただひとりである．小説の進行に伴って，Ｄａｉｓｙが自然の世界へ移っていく場面が，しばしばみられ

るようになる，Ｄａｉｓｙが新緑に包まれたローマ遺跡のなかを散策する姿などは，自然の世界に属する

彼女の典型的な姿といわれる． こうした見解の持主は，Ｃａｒｏｌｏｈｍａｎｎである．
（３）

　

Ｋｅｎｎｅｔｈ Ｇｒａｈａｍ も， Ｄａｉｓｙがみせる二面性を強調している点では同じである．
（４） この二人の批

評家と，筆者との意見の相違について述べてみたい．彼らは積極的に，Ｄａｉｓｙにふたつの面があるこ

とを強調 している． 筆者はあくまで， この小説を ｍａｎｎｅｒｓの面から考えていきたい． 自然は ｍａｎ‐

ｎｅｒｓのｄｒａｍａが演じられる背景になっているに過ぎないことと， ｍａｎｎｅｒｓの世界を遠景として眺
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めるときに， そこに自然の世界が存在しているようにみえるのであって， 自然の世界が独自に存在
しているわけではないこと， この二点を筆者は強調したいと考えている． この小説は ｍａｎｎｅｒｓの比
較対照の小説である．この比較対照のｄｒａｍａに登場する Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅは，自分もそのｄｒａｍａのな

かで役割を演じると同時に， 自分の目でこのｄｒａｍａを見，想像し，判断していく． この小説の最後
における彼の判断は， ｍｏｒａｌを志向しているといえる．

　

この作品において， Ｄａｉｓｙが付き添いの女性のないまま， あちらこちら歩きまわることで， ヨー

ロッパにきているアメリカ人たちから， 非難を受ける場面によく出会う，
そこで， 付き添いの女， ｃｈａｐｅｒｏｎｅの意味を ○．Ｅ．Ｄ．で調べることから始める， ０．Ｅ．Ｄ．による

と， つぎのようになっている．

　　

３．自習，Ａ Ｐｅｒｓｏｎ，ｅｓｐ，ａ ｍａｒｒｉｅｄ ｏｒｅｌｄｅｒｌｙ ｗｏｍａｎ， ｗｈｏ，ｆｏｒｔｈｅ ｓａｋｅ ｏｆ Ｐｒｏｐｒｉｅｔｙ，

　　　　

ａｃｃｏｍｐａｎｌｅｓａｙｏｕｎｇ ｕｎｍａｒｒｉｅｄｌａｄｙ，ａｓｇｕｉｄｅａｎｄｐｒｏｔｅｃｔｏｒ．

この意味ではじめて用いられた例文を， 他のもう一つの例文とともに引用する，

　　　

１７２０～ｌｒｓ，ＤＥＬＡＮＹ ＡＺ‘わ鋭ｏｇ．工，６６Ｓｈｅ．．ｂｅｇｇｅｄ１ｗｏｕｌｄｂｅｈｅｒｃｈａｐｅｒｏｎｅ ｗｈｅｎｓｈｅ

　　　

ｗｅｎｔｔｏＰｕｂｌｉｃｐｌａｃｅｓ．

　　　

１８６４ Ｎ．＆ Ｑ．Ｓｅｒ，ｍ．Ｖ２８０／２

　

Ｃｈａｐｅｒｏｎｅ，．ｗｈｅｎｕｓｅｄ ｍｅｔａｐｈｏｒｉｃａｌｌｙ ｍｅａｎｓｔｈａｔｔｈｅ

　　　

ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｄ ｍａｒｒｉｅｄｗｏｍａｎｓｈｅｌｔｅｒｅｄｔｈｅｙｏｕｔｈｆｕｌｄｅｂｕｔａｎｔｅａｓ・ａｈｏｏｄｓｈｅｌｔｅｒｓｔｈｅｆａｃｅ．

　

ｃｈａｐｅｒｏｎｅとは， 若い未婚の女性に保護者として付き添っている年配の女性のことである．

　

このほか， Ｅ，Ｍ．Ｆｏｒｓｔｅｒの Ａ ＲＯのれ ｗ鳶ゐα

　

隣れひにも， ｃｈａｐｅｒｏｎｅがどんなものであるかを示

す一例がある． 英国からイタリアのフローレンスに観光にきた未婚の女性Ｌｕｃｙが伯母の Ｍｉｓｓ
Ｂａｒｔｌｅｔｔｅの付き添いもなしに， 人通りのなかへいこうとして， Ｍｒ．Ｂｅｅｂｅに厳しくとがめられると

いうのが， それである，
（５） このように， 人前では若い未婚の女性はｃｈａｐｅｒｏｎｅの保護を受けねばな

らないということが， ヨ」ロッパの歴史のなかで， 守らねばならない ｍａｎｎｅｒｓとなっている．

　

それでは， このｃｈａｐｅｒｏｎｅという風俗習慣がヴェヴェーとローマ， ョ ロッパのそれぞれの地域

でどのような葛藤を醸しだすかみてみよう．

　

はじめに， ヴェヴェーで， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅと Ｄａｉｓｙが夜の１１時頃， ボートでレマン湖へ漕ぎ出る

約束を交わしている場面を引用する．

　　　　

”ｏｈ，
Ｅｕｇｅｎｉｏ，

“ｓａｉｄＤａｉｓｙ，『 ａｍ ｇｏｉｎｇｏｕｔｉｎａｂｏａｔ，
／”

　　　　

Ｅｕｇｅｎｉｏｂｏｗｅｄ． ，
”Ａｔｅｌｅｖｅｎｏ’ｃｌｏｃｋ Ｍ［ａｄｅｌｎｏｉｓｅｌｌｅ？”

　　　　

「 ａｍ ｇｏｉｎｇ ｏｕｔｗｉｔｈＮ１ｒ．帆ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ， Ｔｈｉｓｖｅｒｙ ｍｉｎｕｔｅ．
”

　　　　

”Ｄｏｔｅｌｌｈｅｒｓｈｅｃａｎ’ｔ，
”

ｓａｉｄ Ｎ１ｒｓ．Ｍｉｌｌｅｒｔｏｔｈｅｃｏｕｒｉｅｒ．

　　　　

“ｌｔｈｉｎｋｙｏｕｈａｄｂｅｔｔｅｒｎｏｔｇｏｏｕｔｉｎａｂｏａｔ，ｍａｄｅｍｏｉｓｅｌｌｅ，
“Ｅｕｇｅｎｉｏｄｅｃｌａｒｅｄ．

　　　　

駅ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｗｉｓｈｅｄｔｏ Ｈｅａｖｅｎｔｈｉｓｐｒｅｔｔｙｇｉｒｌｗｅｒｅｎｏｔｓｏｆａｍｉｌｉａｒ．ｗｉｔｈｈｅｒｃｏｕｒｉｅｒ，
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ｂｕｔｈｅｓａｉｄｎｏｔｈｉｎｇ．

　　　　

”ｌｓｕｐｐｏｓｅ ｙｏｕ ｄｏｎ’ｔｔｈｉｎｋｉｔ’ｓｐｒｏｐｅｒ／”Ｄａｉｓｙｅｘｃｌａｉｍｅｄ．
”Ｅｕｇｅｎｉｏ ｄｏｅｓｎ

’ｔ．ｔｈｉｎｋ

　　　

ａｎｙｔｈｉｎｇ
’ｓｐｒｏｐｅｒ，

“

　　　　

「 ａｍ ａｔｙｏｕｒｓｅｒｖｉｃｅ，
“ｓａｉｄ駅ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ．

　　　　

”Ｄｏｅｓ ｍａｄｅｌｎｏｉｓｅｌｌｅｐｒｏｐｏｓｅｔｏ ｇｏａｌｏｎｅ？”ａｓｋｅｄＥｕｇｅｎｉｏｏｆＮ１ｒｓ．Ｍｉｌｌｅｒ，

　　　　

“ｏｈ，ｎｏ；ｗｉｔｈｔｈｉｓｇｅｎｔｌｅｍａｎ？“ａｎｓｗｅｒｅｄＤａｉｓｙ
’ｓｍａｍｍａ．

　　　　

Ｔｈｅｃｏｕｒｉｅｒ

　

ｌｏｏｋｅｄｆｏｒ

　

ａ

　

ｍｏｍｅｎｔ

　

ａｔ駅ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ一－－ｔｈｅ

　

ｌａｔｔｅｒｔｈｏｕｇｈｔｈｅ ｗａｓ

　　　

ｓｍｉｌｉｎｇ－－一ａｎｄｔｈｅｎ，ｓｏｌｅｍｎｌｙ，ｗｉｔｈａｂｏｗ，
“Ａｓｍａｄｅｍｏｉｓｅｌｌｅｐｌｅａｓｅｓ．

／’’ｈｅｓａｉｄ．

　　　　

”ｏｈ，ｌｈｏｐｅｄｙｏｕ ｗｏｕｌｄｍａｋｅａｆｕｓｓ／“ｓａｉｄＤａｉｓｙ，
“ｌｄｏｎ’ｔｃａｒｅｔｏｇｏ ｎｏｗ．

’’

　　　　

“０ｈ，ｌｍｙｓｅｌｆｓｈａｌｌｍａｋｅａｆｕｓｓｉｆｙｏｕｄｏｎ’ｔｇｏ，
”ｓａｉｄ帆Ｊｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ，

　　　　

”Ｔｈａｔ’ｓａｌｌｌｗａｎｔ－－ａｌｉｔｔｌｅｆｕｓｓ′”Ａｎｄｔｈｅｙｏｕｎｇｇｉｒｌｂｅｇａｎｔｏｌａｕｇｈａｇａｉｎ．（４，ｐ，１６６）

Ｄａｉｓｙは，従僕のＥｕｇｅｎｉｏに向かって， どうしても， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅといっしょに， ボートで沖に

漕ぎでるのだという．Ｅｕｇｅｎｉｏが彼女をいかせまいとしているあいだは，彼女はしつように我を通そ

うとしていたが，彼が好きなようにしなさいと，．承諾の意を示すと途端に，彼女は Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅと

のボートの約束をひるがえしてしまう． 彼女はＥｕｇｅｎｉｏが騒いでくれればそれでよかったのであ

る． Ｅｕｇｉｎｉｏがｐｒｏｐｅｒだと考えているｃｈａｐｅｒｏｎｅという伝統的 ｍａｎｎｅｒｓを守ろうとする立場から

みれば， 彼女が約束を断わったのは， それに適った行為である． しかし， 彼女から， ちょっとした

騒ぎａｌｉｔｔｌｅｆｕｓｓを起こしたかっただけだったという発言を聞くと， 彼女は ｍａｎｎｅｒｓのことなど，

最初からまったく念頭になかったことになる．もし，Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが Ｄａｉｓｙのこの態度を失礼だと

なじるならば， なじられなければならないのは， むしろ， ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅの方であろう． 夜更けに，

付き添いの女性もなしに未婚の若い女性を誘って， 湖上に出ようとすること自体，ｍａｎｎｅｒｓに反す

ることであるから，

　

彼はなぜこのように， ｍａｎｎｅｒｓの枠を踏み越えて， 自由に振るまえるのだろうか． 彼のヨーロッ

パでの滞在の地ジュネーヴは， カルヴィン派の根拠地で， 一面においては， 戒律の厳しい都市とし

て知られており， そこで教育を受けている彼は， みず知らずの女性に話しかけることさえ， 許され

ないことと考えているはずである． それなのに， 彼がこのように自由な態度がとれたのは， たまた

まやってきたこの町の自由な雰囲気に起因する． 彼は， それに触れ， つい自由な気持になり， 彼女

にこの申し込みをおこなったものと思われる． そうだとするなら， 彼女の勝手気億な態度をなじる

よりは， 一旦は申し込みを受諾してくれたことにたいして， 感謝の念を表すほうが自然であろう．

　

しかし，自由な気分に浸っている彼からみても，彼女はあまりにも，気儀で，ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｅなところ

の多すぎる女性で， Ｈｅｗａｓｉｎｄｅｅｄｐｕｚｚｌｅｄと彼は当惑ばかりしている，

　

一連の ｍａｎｎｅｒｓのｃｏｍｅｄｙは明るく， コミックに展開していくが， それは， この地が国際的な観

光地で， 自由な雰囲気があることに起因している， ヴェヴェーは， かつては， ローマへ通じる街道

の一駐屯所として， 占領， 流血， 放火， 疫病そのほか， いろいろの苦しみを味わってきた， また宗

教改革に荷担したベルンの厳しい法の影響化に立たされたこともあった．ヴェヴェーは１９世紀初頭

になってはじめて， スイス連邦のなかで自立の道を歩むことができた． その頃から保養地として，

世界から人気を集めるようになった，この町の向こうには，日光に照らしだされたｔｈｅＤｅｎｔｄｕＭｉｄｉ

の頂上とｔｈｅＣａｓｔｌｅｏｆＣｈｉｌｌｏｎがみえている．ｔｈｅＣａｓｔｌｅｏｆＣｈｉｌｌｏｎには， かつて， Ｂｏｎｎｉｖａｒｄが

幽閉されていたが， 彼は自由のために戦った勇士であった．１９世紀において， このあたりを訪れた

詩人や文人たちは， この土地が醸しだす， 美と自由な雰囲気に圧倒され， 感動して， 多くの詩文を
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残したという． こうした事情については，Ｄｅａｋｉｎが詳しく述べている．
（６） Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが，Ｄａｉｓｙ

と二人だけで遠出ができたのも， この地の雰囲気のなかで，彼がｍａｎｎｅｒｓに気を使うことなく，未

婚の女性にその申し出をすることができたからである．

　

つぎに， ローマではこの ｍａｎｎｅｒｓはどのような展開をみせているか検討してみたい． ローマに

やってきた Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅは，Ｗａｌｋｅｒ夫人を訪問する．彼女はこの地で作られているアメリカ人社

会のｍａｎｎｅｒｓと， ローマ人の伝統的ｍａｎｎｅｒｓとの両方に， 気を配りながら生活している女性であ

る， 彼は夫人の家に， たまたま居合わせたＤａｉｓｙと出会う． Ｄａｉｓｙは， これからイタリア人の
Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉと会うために，ピンチオ公園へと出かけようとしている．そこまでの道のりを同行してく

れるようにと依頼されて， 彼は彼女に同行して， 人通りの多いグレゴリアーナ通りをいく． 二人が
Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉに出会い，三人になってからも彼女をまんなかにしてなお歩き続けていく．Ｗａｌｋｅｒ夫人

が馬車で追いかけてきて， ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅと Ｄａｉｓｙに向かって， すぐこの馬車に乗るよう忠告する．
その場面を引用したい，

　　　　　

”Ｙｏｕ ａｒｅｏｌｄｅｎｏｕｇｈｔｏｂｅ ｍｏｒｅｒｅａｓｏｎａｂｌｅ． Ｙｏｕａｒｅｏｌｄｅｎｏｕｇｈ，ｄｅａｒＮ１ｉｓｓルｌｉｌｌｅｒ，

　　　　

ｔｏｂｅｔａｌｋｅｄａｂｏｕｔ，
“

　　　　　

Ｄａｉｓｙｌｏｏｋｅｄ

　

ａｔ

　

～１ｒｓ．ｖｖａｌｋｅｒ，ｓｍｉｌｉｎｇｉｎｔｅｎｓｅ１ｙ．
”Ｔａｌｋｅｄ

　

ａｂｏｕｔ？

　

ｖｖｈａｔ

　

ｄｏ

　

ｙｏｕ

　　　

ｍｅａｎ？”

　　　　　

“Ｃｏｍｅｉｎｔｏｍｙｃａｒｒｉａｇｅａｎｄｌｗｉｌｌｔｅｌｌｙｏｕ．
”

　　　　　

Ｄａｉｓｙｔｕｒｎｅｄｈｅｒｑｕｉｃｋｅｎｅｄｇｌａｎｃｅａｇａｉｎｆｒｏｍ ｏｎｅｏｆｔｈｅｇｅｎｔｌｅｍｅｎｂｅｓｉｄｅｈｅｒｔｏｔｈｅ

　　　　

ｏｔｈｅｒ． 公４ｒ，Ｇｉｏｖａｎｅｌ１ｉｗａｓｂｏｗｉｎｇｔｏａｎｄｆ１ＯＷ，ｒｕｂｂｉｎｇｄｏｗｎｈｉｓｇ１ｏｖｅｓａｎｄ１ａｕｇｈｉｎｇ

　　　　

ｖｅｒｙａｇｒｅｅａｂｌｙ 大′ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｔｈｏｕｇｈｔｉｔａ ｍｏｓｔｕｎｐｌｅａｓａｎｔｓｃｅｎｅ，
”．ｄｏｎ’ｔｔｈｉｎｋ．ｗａｎｔ

　　　　

ｔｏｋｎｏｗ ｗｈａｔｙｏｕ ｍｅａｎ，
“ｓａｉｄ，

Ｄａｉｓｙｐｒｅｓｅｎｔｌｙ，
”．ｄｏｎ’ｔｔｈｉｎｋ．ｓｈｏｕｌｄｌｉｋｅｉｔ，

“

　　　　

・ ｖｖｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ

　

ｗｉｓｈｅｄ

　

ｔｈａｔ

　

～ｌｒｓ．・アｖａｌｋｅｒ

　

ｗｏｕｌｄ

　

ｔｕｃｋ

　

ｉｎ

　

ｈｅｒ

　

ｃａｒｒｉａｇｅ－ｒｕｇ

　

ａｎｄ

　

ｄｒｉｖｅ

　　　　

ａｗａｙ；ｔｈｉｓｌａｄｙ ｄｉｄ ｎｏｔ ｅｎｊｏｙ ｂｅｉｎｇ ｄｅｆｉｅｄ，ａｓ ｓｈｅ

　

ａｆｔｅｒｗａｒｄｓ ｔｏｌｄ ｈｉｍ．
‘‘Ｓｈｏｕｌｄ

　　　　

ｙｏｕｐｒｅｆｅｒｂｅｉｎｇｔｈｏｕｇｈｔａｖｅｒｙｒｅｃｋｌｅｓｓｇｉｒｌ？’’ｓｈｅｄｅｍａｎｄｅｄ．

　　　

”Ｇｒａｃｉｏｕｓ ｍｅ．／
”ｓｈｅｅｘｃｌａｉｍｅｄ．（４，ｐ．１８４）

　

未婚の女性がｃｈａｐｅｒｏｎｅの付き添いもなしに，男性と出歩くことが，ここでも問題とされている．
ｃｈａｐｅｒｏｎｅが付き添っているかいないかといった些細にみえることにでも， Ｗａｌｋｅｒ夫人は気を

配っている． 彼女はヨ」ロッパに長く滞在していて， 社交界で生きていくために，ｍａｎｎｅｒｓがどん

なに重要なものであるかよく知っている， 彼女はＤａｉｓｙにそれに従って生きていくようにと忠告す
るつもりで，ｒｅａｓｏｎａｂｌｅでなければいけないと， た しなめている， アメリカのスクネクタデイに生

まれ育った Ｄａｉｓｙは， 自由の気に富み， 純真無垢そのものであるので， こうした既成の ｍａｎｎｅｒｓに

組する忠告に激しく反抗する． 旧世界のｍａｎｎｅｒｓを肯定する力と，これを否定する力が，ここで激

しく争っている． ｍａｎｎｅｒｓは， 歴史的時間のなかで特定の場所に強く根づいているから， これを是

認させようとする力は強大である． ７

　

Ｔ彬 Ｐｏ〆ＺｍＺｚｑｆ α Ｌαの′の Ｐａｎｓｙや Ｚ物 Ａｗ々 ｗα雌 Ａｇｅの
Ｎａｎｄａを例として考えてみよう．文明が熟せば熟すほど， 社交界は華やぐであろう． 既婚の男女が

そのなかで快楽を求めれば， それだけいっそう， 若い未婚の女性にたいする規制は厳しくなり，
ｍａｎｎｅｒｓにたいする絶対的服従を求めてくる． それに， 従容として服従していく姿勢が，Ｐａｎｓｙと

Ｎａｎｄａにはみられる．これほど強大なｍａｎｎｅｒｓの力を否定，無視しようとするＤａｉｓｙの抵抗は，あ
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るいは無駄であるかもしれないが，Ｄａｉｓｙはそれを試みている， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅには，Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉの

ペコペコと愛想を振り撒いている態度だけが気がかりである． 彼はそれをｔｈｅｍｏｓｔｕｎｐｌｅａｓａｎｔだ

と認識しているが，ｍａｎｎｅｒｓを中心にした，ふたりの女性の闘争などは視野に入っていない．Ｄａｉｓｙ

は， ヴェヴェーのときと比較して， ずっとかたくなになってしまっているが， こんな状態の Ｗｉｎｔｅｒ

ｂｏｕｒｎｅには， 彼女の態度を文明のａｃｔｕａｌｉｔｙと関係させて認識する能力などは存在しない， 彼は

Ｗａｌｋｅｒ夫人の判断に従うようにと，Ｄａｉｓｙを説得することくらいしかできないであろう．このよう

に， ｍａｎｎｅｒｓにたいする反応は， 地域を異にすることによって現われかたが変化するのである．

つぎに， Ｄａｉｓｙにはふたつの層がある， といわれていることについて言及したい， 前半のヴェ

ヴェーにおいて， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが，Ｄａｉｓｙに，伯母の Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人を紹介すると約束する場面があ

る． しかし， Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人は， 彼女に会うことを拒絶してしまう． 彼がＤａｉｓｙに， その言い訳をし

ている場面を引用する．

　　　　　

Ｖ▽ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ ｗａｓｅｍｂａｒｒａｓｓｅｄ，
”Ｓｈｅ ｗｏｕｌｄｂｅ α１ｏｓｔｈａｐｐｙ，

“ｈｅｓａｉｄ；
”Ｂｕｔｌａｍ

　　　　

ａｆｒａｉｄｔｈｏｓｅｈｅａｄａｃｈｅｓｗｉ１１ｉｎｔｅｒｆｅｒｅ，
“

　　　　　

Ｔｈｅ ｙｏｕｎｇｇｉｒｌｌｏｏｋｅｄａｔｈｉｒｎｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｄｕｓｋ．
”Ｂｕｔｌｓｕｐｐｏｓｅｓｈｅ ｄｏｅｓｎ’ｔｈａｖｅ ａ

　　　　

ｈｅａｄａｃｈｅｅｖｅｒｙｄａｙ，
”ｓｈｅｓａｉｄ，ｓｙｍｐａｔｈｅｔｉｃａｌｌｙ，

　　　　　

ｖｖｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｗａｓｓｉｌｅｎｔａｍｏｍｅｎｔ，
”Ｓｈｅｔｅｌｌｓｍｅｓｈｅｄｏｅｓ，

’，ｈｅａｎｓｗｅｒｅｄａｔｌａｓｔ一－－柵

　　　　

ｎｏｔｋｎｏｗｉｎｇｗｈａｔｔｏｓａｙ．

　　　　　

ＤｄｉｓｓＤａｉｓｙＮ１ｉｌｌｅｒｓｔｏｐｐｅｄａｎｄｓｔｏｏｄｌｏｏｋｉｎｇａｔｈｉｍ． Ｈｅｒｐｒｅｔｔｉｎｅｓｓｗａｓｓｔｉｌｌｖｉｓｉｂｌｅ

　　　　

ｉｎｔｈｅｄａｒｋｎｅｓｓ；ｓｈｅｗａｓｏｐｅｎｉｎｇａｎｄｃｌｏｓｉｎｇｈｅｒｅｎｏｒｍｏｕｓｆａｎ．
”Ｓｈｅｄｏｅｓｎ’ｔｗａｎｔｔｏ

　　　

ｋｎｏｗ ｍｅ／“Ｓｈｅｓａｉｄ，ｓｕｄｄｅｎ
ｌｙ，

”ｖ▽ｈｙｄｏｎ’ｔｙｏｕｓａｙｓｏ？

　

Ｙｏｕｎｅｅｄｎ，ｔｂｅａｆｒａｉｄ． １’ｍ

　　　

ｎｏｔａｆｒａｉｄノ” Ａｎｄｓｈｅｇａｖｅａｌｉｔｔｌｅｌａｕｇｈ，

　　　　　　

ｖ～′ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｆａｎｃｉｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｅｗａｓａｔｒｅｍｏｒｉｎｈｅｒｖｏｉｃｅ；ｈｅｗａｓｔｏｕｃｈｅｄ，ｓｈｏｃｋｅｄ，

　　　　

ｍｏｒｔｉｆｉｅｄｂｙ

　

ｉｔ．
”ｎｄｙ ｄｅａｒ ｙｏｕｎｇｌａｄｙ，

“

　

ｈｅ ｐｒｏｔｅｓｔｅｄ，
“Ｓｈｅ

　

ｋｎｏｗｓ ｎｏ

　

ｏｎｅ， ｌｔ’ｓ ｈｅｒ

　　　　

ｗｒｅｔｃｈｅｄｈｅａｌｔｈ，
“

　　　　　

Ｔｈｅｙｏｕｎｇｇｉｒｌｗａｌｋｅｄｏｎ ａｆｅｗｓｔｅｐｓ，ｌａｕｇｈｉｎｇｓｔｉｌｌ．
”Ｙｏｕ ｎｅｅｄｎ’ｔｂｅａｆｒａｉｄ，

’’Ｓｈｅ

　　　　

ｒｅｐｅａｔｅｄ，
‘‘Ｖｖｈｙｓｈｏｕｌｄｓｈｅｗａｎｔｔｏｋｎｏｗ ｍｅ？”Ｔｈｅｎｓｈｅｐａｕｓｅｄａｇａｉｎ；ｓｈｅｗａｓｃｌｏｓｅ

　　　　

ｔｏｔｈｅｐａｒａｐｅｔｏｆｔｈｅｇｒｄｅｎ，ａｎｄｉｎｆｒｏｎｔｏｆｈｅｒｗａｓｔｈｅｓｔａｒｌｉｔｌａｋｅ． Ｔｈｅｒｅｗａｓａｖａｇｕｅ

　　　　

ｓｈｅｅｎ ｕｐｏｎｉｔｓｓｕｒｆａｃｅ，ａｎｄｉｎｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅ ｗｅｒｅ ｄｉｍｌｙ‐ｓｅｅｎ ｍｏｕｎｔａｉｎ ｆｏｒｍｓ． Ｄａｉｓｙ

　　　　

ハ江ｉｌｌｅｒｌｏｏｋｅｄｏｕｔｕｐｏｎｔｈｅ ｍｙｓｔｅｒｉｏｕｓｐｒｏｓＰｅｃｔ，ａｎｄｔｈｅｎｓｈｅｇａｖｅａｎｏｔｈｅｒｌｉｔｔｌｅｌａｕｇｈ．

　　　　　

”Ｇｒａｃｉｏｕｓ，
′ Ｓｈｅ省ｓｅｘｃ１ｕｓｉｖｅ，

′’’ｓｈｅｓａｉｄ．（４，ｐｐ．１５９一６０）

　

Ｇｒａｈａｍ は彼女の立っているテラスの向こう側ｂｅｈｉｎｄｔｈｅｔｅｒｒａｃｅを問題にする，
（７｝向こう側に

は， こちら側とは異なった世界が存在している． 神秘的な湖があり， それがＣｈａｔｅａｕｄｅＣｈｉｌｌｏｎや

ＤｅｎｔｄｅＭｉｄｉにも続いている．Ｄａｉｓｙはせんすを開いたり閉じたりするが， せんすの背後には， 夜

の湖と同じように， 彼女の神秘の姿が隠されている．ＤａｉｓｙがＣｏｓｔｅｌｌｏ夫人の迫害を受けたとき，

はじめて， せんすの背後にある神秘が垣間みられるのであるが， それは垣間みられるだけで， その
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一

核心に触れることはできないのである． このようにｂｅｈｉｎｄｔｈｅｔｅｒｒａｃｅを重要視する Ｇｒａｈａｍ に

は， はじめから， 神秘的な美しいＤａｉｓｙが世俗的なＤａｉｓｙの裏がわに隠されているようにみえるの

である． 筆者は， つぎの二点において， Ｇｒａｈａｍとは意見を異にしている． ひとつは， 湖が神秘的

であるからといって，それが彼女に神秘性を与えることにはならないということである．彼女がｔｈｅ
ｍｙｓｔｅｒｉｏｕｓｐｒｏｓｐｅｃｔを眺めているからといって， 彼女の内側が ｍｙｓｔｅｒｉｏｕｓだということにはなら

ないからである． つぎには，Ｄａｉｓｙは常に美しく， 美しさが隠されていることなどは， はじめからな

かったということである． Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅにとって， 彼女が謎めいて訳が分らなくなるのは， 彼女の

態度が現実的になったかと思うと哲学的になったり，客観的になったかと思うと主観的になったり，
たえず変動するようにみえるからである，彼女は神秘的ではなく，Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅにとって，謎めい
てみえるに過ぎないのである．

　

この小説の注のつけかたでは， Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ’ｓＣ１ａｓｓｉｃｓ（８）が ＰｅｎｇｕｉｎＣ１ａｓｓｉｃｓ｛９）や Ａ ＮｏｔｏｎＣｒｉｔｉ‐

ｃａＩ

　

Ｅｄｉｔｉｏｎ（１０）に比較して優れている． 他の二書にはみられない注がつけられているからである．
ＴｈｅＩＷｒｏｒｌｄ’ｓＣ１ａｓｓｉｃｓの注のなかで， ジュネーヴについては， Ｊａｍｅｓａｌｓｏｋｎｅｗｉｔａｓｔｈｅｃｉｔｙｏｆ

Ｖｏｌｔａｉｒｅ，Ｒｏｕｓｓｅａｕ，Ｇｉｂｂｏｎ，ａｎｄ Ｍａｄａｍ ｄｅｓｔａｅｌ，と書かれている， このことは， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ

は， ジュネーヴのプロテスタント的側面と， これら文人たちが醸しだす自由な側面とを合わせもっ
ていることを意味している．また，Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人が住んでいたニュー・ヨークの４２番街については，
そこが１９世紀後半において， この町のエリートたちが住むｂａｒｏｑｕｅｂｒｏｗｎｓｔｏｎｅｍａｎｓｉｏｎｓの地域
であったことと， ＥｄｉｔｈＷｈａｒｔｏｎの α〆 Ｍｅｗ ！ｏ露（１９２４）を参照せよということが書かれている．
このことは，Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人が， ヨーロッパの伝統的 ｍａｎｎｅｒｓにほぼ等しいまでに作りあげられた，
ニュー・ヨ」クの ｍａｎｎｅｒｓを身につけていることを意味している．

　

Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人が， Ｄａｉｓｙに会うことを拒絶するのは， Ｄａｉｓｙがこうした ｍａｎｎｅｒｓに従おうとしな

いからである． Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが伯母の側に立ちながらも，Ｄａｉｓｙに共鳴できるのは， 彼がジュネー

ヴという地に遊学して， この両者の考えをおぼろげながら理解できるからである． 上記引用文のな

かで， 彼はＤａｉｓｙに向かって， 三度，．伯母が頭痛のために彼女に会えないのだと， 言い訳をしてい

る， 二度目に， 彼が言い訳をしたときの彼女の様子 Ｈｅｒ

　

ｐｒｅｔｔｉｎｅｓｓ

　

ｗａｓ ｓｔｉｌｌ

　

ｖｉｓｉｂｌｅ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

ｄａｒｋｎｅｓｓ；ｓｈｅｗａｓｏｐｅｎｉｎｇａｎｄｃｌｏｓｉｎｇｈｅｒｅｎｏｒｍｏｕｓｆａｎ．と説明されているが， それは，、彼女の

神秘的な美しさや， 隠れた暗い部分が，，せんすの動きのすきまからみえ隠れするということではな

い． 彼女は昼間も美しいが夜目にもその美しさはみてとれたという， ただそれだけのことである．
せんすをあおぐことによって， 彼女の神秘性があらわれてくるのではなく， こちらからみている

Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅには，せんすの動きもみてとれたということである．せんすの動きによって表現され

るものが， 彼女の苛立ちなのか， 寛大さのなのか， はっきりしないが， この動きによって彼は， 彼

女をますます美しく感 じるようになったとだけはいえよう， Ｄａｉｓｙも， 三度， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅに向

かって，Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人には，Ｄａｉｓｙと会う意志はまったくないという本当の事実をいってくれるよう

に頼んでいる．そう依頼しながら，彼女はｔｈｅｎｌｙｓｔｅｒｉｏｕｓｐｒｏｓｐｅｃｔをみつめているが， それもみつ

める対象の神秘性がみつめる彼女に乗り移るのではなくて， その光景をみつめている彼女を見て，
Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが彼女にたいして， すまないという意識をもつようになっていくという意味である．
光景はｍａｎｎｅｒｓのｄｒａｍａに連続してはいるが，あくまでもその背景となっているのである，このよ

うに考えてくると， この作品は， ｍａｎｎｅｒｓを中心にして展開しているということがわかる．
”Ｇｒａ‐

ｃｉｏｕｓノ

　

ＳｈｅＺｓｅｘｃｌｕｓｉｖｅノ”という Ｄａｉｓｙの言葉は， Ｃｏｓｔｅｌｌｏ夫人のｎ・ａｎｎｅｒｓについての考えを

痛烈に批判している言葉である．
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つぎに， この小説はときには，ｍａｎｎｅｒｓを離れて形而上的自然の世界を表現しているという議論

を検討してみたい． 自然の世界をもっともよく表現していると思われる文章をつぎに掲げる．

　　　

帆′ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｓｔｏｏｄｔｈｅｒｅ；ｈｅｈａｄｔｕｒｎｅｄｈｉｓｅｙｅｓｔｏｗａｒｄｓＤａｉｓｙａｎｄｈｅｒＣａｖａｌｉｅｒ． Ｔｈｅｙ

　　　

ｅｖｉｄｅｎｔｌｙ

　

ｓｅｅ

　

ｎｏ

　

ｏｎｅ；ｔｈｅｙ

　

ｗｅｒｅ

　

ｔｏｏ

　

ｄｅｅｐｌｙ ｏｃｃｕｐｉｅｄ ｗｉｔｈｅａｃｈ

　

ｏｔｈｅｒ． Ｗｒｈｅｎ

　

ｔｈｅｙ

　　　

ｒｅａｃｈｅｄｔｈｅｌｏｗ ｇａｒｄｅｎ－ｗａｌｌｔｈｅｙｓｔｏｏｄａ ｍｏｍｅｎｔｌｏｏｋｉｎｇｏｆｆａｔｔｈｅｇｒｅａｔｆｌａｔ‐ｔｏｐｐｅｄ

　　　

ｐｉｎｅ‐Ｃ１ｕｓｔｅｒｓｏｆｔｈｅＶｉｌｌａＢｏｒｇｈｅｓｅ；ｔｈｅｎＧｉｏｖａｎｅｌｌｉｓｅａｔｅｄｈｉｍｓｅｌｆｆａｍｉｌｉａｒｌｙｕｐｏｎｔｈｅ

　　　

ｂｒｏａｄｌｅｄｇｅｏｆｔｈｅｗａｌｌ． Ｔｈｅ ｗｅｓｔｅｒｎｓｕｎｉｎｔｈｅｏｐｐｏｓｉｔｅｓｋｙｓｅｎｔｏｕｔａｂｒｉｌｌｉａｎｔｓｈａｆｔ

　　　

ｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｃｏｕｐｌｅｏｆＣ１ｏｕｄ‐ｂａｒｓ；ｗｈｅｒｅｕｐｏｎＤａｉｓｙ
’ｓＣｏｍｐａｎｉｏｎｔｏｏｋｈｅｒｐａｒａｓｏｌｏｕｔｏｆ

　　　

ｈｅｒｈａｎｄｓａｎｄｏｐｅｎｅｄｉｔ． ＳｈｅＣａｍｅａｌｉｔｔｌｅｎｅａｒｅｒａｎｄｈｅｈｅｌｄａｐａｒａｓｏｌｏｖｅｒｈｅｒ；ｔｈｅｎ，

　　　

ｓｔｉｌｌｈｏｌｄｉｎｇｉｔ，ｈｅｌｅｔｉｔｒｅｓｔｕｐｏｎｔｈｅｓｈｏｕｌｄｅｒ，ｓｏｔｈａｔｂｏｔｈｏｆｔｈｅｉｒｈｅａｄｓ ｗｅｒｅｈｉｄｄｅｎ

　　　

ｆｒｏｍ 駅′ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅ． Ｔｈｉｓｙｏｕｎｇ ｍａｎｌｉｎｇｅｒｅｄａ ｍｏｍｅｎｔ，ｔｈｅｎｈｅｂｅｇａｎｔｏｗａｌｋ． Ｂｕｔ

　　　

ｈｅｗａｌｋｅｄ－－ｎｏｔｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｃｏｕｐｌｅｗｉｔｈｔｈｅｐａｒａｓｏｌ；ｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｒｅｓｉｄｅｎｃｅｏｆｈｉｓａｕｎｔ，

　　

Ｍｒｓ．Ｃｏｓｔｅｌｌｏ．（４，ｐ．１８７）

　

ｏｈｍａｎｎは， ＴｈｉｓｓｃｅｎｅｌｉｎｋｓＤａｉｓｙｗｉｔｈｔｈｅｎａｔｕｒａｌｗｏｒｌｄ，ａｎｄｌｉｎｋｓｈｅｒｗｉｔｈｔｈａｔｗｏｒｌｄ，

ｍｏｒｅｃｌｏｓｅｌｙｔｈａｎａｎｙｏｔｈｅｒｓｃｅｎｅｌａｍｅｓｈａｓｓｏｆａｒｇｉｖｅｎｕｓ， Ａｎｄｉｔｓｕｇｇｅｓｔｓｔｈａｔｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅ

ｂｅｔｗｅｅｎ駅ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅａｎｄＤａｉｓｙｉｓｇｒｅａｔｅｒｅｖｅｎｔｈａｎｔｈｅ ｄｉｓｔａｎｃｅｔｈａｔｓｅｐａｒａｔｅｓａｒｔｉｆｉｃｉａｌ

ｆｒｏｍ

　

ｎａｔｕｒａｌ

　

ｍａｎｎｅｒｓ， ｇｒｅａｔｅｒ

　

ｔｈａｎ

　

ｔｈｅ

　

ｄｉｓｔａｎｃｅ

　

ｔｈａｔ

　

ｓｅｐａｒａｔｅｓ

　

ｒｅｓｔｒａｉｎｔ

　

ｆｒｏｍ

　

ｆｒｅｅ

　

ｓｅｌｆ‐

ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ．
（ｕ） だという，この光景は’もっとも自然と結びついている場面だという，ｏｈｍａｎｎの意

見は納得のいくものである，しかし， このことが，Ｄａｉｓｙから Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅまでの距離は，自由な

自己表現の世界からｍａｎｎｅｒｓによる束縛の世界までの距離よりも，大きいことを暗示していると，

ｏｈｍａｎｎがいうとき，その意見は容易に納得しがたいものとなる．ｏｈｍａｎｎは，この場面での Ｄａｉｓｙ

が自由の世界を超越して自然の世界に没入し，同時に彼もｍａｎｎｅｒｓの世界を抜けでて，自然からい

ちばん遠い地点までやってきている， と主張している． これにたいして， 筆者は彼女は常に自由の

世界のなかにいると考える．彼女はヨーロッパのｍａｎｎｅｒｓの世界に抗議し，自由の世界を強調する

ために， 自然の世界を利用しているに過ぎないと考える．

　

遠くにみえる彼女は美しく，雲間から斜めにさしこむ午後の日の光のなかで，Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉと無邪気

に遊び戯れているようすをみていると，彼女はいま，自由やｎｌａｎｎｅｒｓの世界を超越して自然に没入

しているようにみえる．しかし，筆者はこの小説の流れを考えなければいけないと考える．さきに，

Ｗａｌｋｅｒ夫人に，未婚の女性は付き添いの女性なしに，男性と一緒に人前をみだりに歩いてはいけな

いと叱責されて，それが，．どうしてそんなに悪いことなのかと，Ｄａｉｓｙが激しく抗議した場面を取り

上げた，その場面のすぐあとに，この自然の場面が展開している．Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅは，一度は 汎ｒａｌｋｅｒ

夫人の忠告で馬車に乗ってはみたものの，Ｄａｉｓｙのことが心配になって途中で下してもらい，彼女の

あとを追ってここまできている．こうした小説の流れからすると，この場面で，Ｄａｉｓｙは自分の自由

な自己表現の世界が， ｍａｎｎｅｒｓの力で抑圧されそうになり， その怒りの発露として， Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉを

従えて， これみよがしに振るまっていると読むのが適している， 彼女は， 自分が自由であることの

証として， 自然のなかで自由に振るまっているのである． 彼女が自然へ触合するのではなく， 自然

が彼女の行動の背景になっているので・ある．Ｄａｉｓｙはパラソルで Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅの視野をさえぎり，

彼から二人をみえなくさせてしまうが， それは， 彼女が彼のきていることに気がついており， すで

に， 彼を ｍａｎｎｅｒｓの世界に属する人間と判断していたためである． Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅはこうした彼女
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伊

　

藤

　

仙

　

一

の一貫性のある姿勢を見抜けず， 彼女の行為について訳が分らなくなって，仕方なくＣｏｓｔｅｌｌｏ夫人

のもとへ戻っていく． ヴェヴェーで，Ｄａｉｓｙを夜目にも美しいと思い， 同情をよせていった Ｗｉｎｔｅｒ

ｂｏｕｒｎｅが， この地では彼女を同様に美しいとは思うものの，彼女の行為に関しては，訳が分らなく

なってしまっている． ヴェヴェーとローマの， それぞれの地域によって， 彼女の抵抗の激しさの相

違は， ヴェヴェーとローマの， それぞのの社会のａｃｔｕａｌｉｔｙの相違に起因していると思われる．

　

いまひとつ， 同じように形而上の世界に彼女が浸ってみえるような場面を引用する．

　　　　

Ａｆｅｗｄａｙｓａｆｔｅｒｈｉｓｂｒｉｅｆｉｎｔｅｒｖｉｅｗ ′ｉｔｈｈｉｓｍｏｔｈｅｒ，ｈｅｅｎｃｏｕｎｔｅｒｅｄｈｅｒｉｎｔｈａｔｂｅａｕｔｉｆｕｌ

　　　　

ａｂｏｄｅｏｆｆ１ＯＷｅｒｉｎｇｄｅｓｏｌａｔｉｏｎｋｎｏｗｎａｓｔｈｅＰａｌａｃｅｏｆｔｈｅ Ｃａｅｓａｒｓ， Ｔｈｅｅａｒｌｙ Ｒｏｍａｎ

　　　　

ｓｐｒｉｎｇｈａｄｆｉｌｌｅｄｔｈｅａｉｒｗｉｔｈｂｌｏｏｍａｎｄｐｅｒｆｕｍｅ，ａｎｄｔｈｅｒｕｇｇｅｄｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｐａｌａｔｉｎｅ

　　　　

ｗａｓｍｕｆｆｌｅｄｗｉｔｈｔｅｎｄｅｒｖｅｒｄｕｒｅ． Ｄａｉｓｙｗａｓｓｔｒｏｌｌｉｎｇａｌｏｎｇｔｈｅｔｏｐｏｆｏｎｅｏｆｔｈｏｓｅｇｒｅａｔ

　　　　

ｍｏｕｎｄｓｏｆｒｕｉｎｔｈａｔａｒｅｅｍｂａｎｋｅｄ ′ｉｔｈ ｍｏｓｓｙ ｍａｒｂｌｅ

　

ａｎｄ ｐａｖｅｄ ｗｉｔｈ ｍｏｎｕｍｅｎｔａｌ

　　　

ｌｎｓｃｒｉｐｔｉｏｎ． ｌｔｓｅｅｍｅｄｔｏｈｉｍ ｔｈａｔＲｏｍｅｈａｄｎｅｖｅｒｂｅｅｎｓｏｌｏｖｅｌｙ ａｓｉｕｓｔｔｈｅｎ． Ｈｅ

　　　　

ｓｔｏｏｄｌｏｏｋｉｎｇｏｆｆａｔｔｈｅｅｎｃｈａｎｔｉｎｇｈａｒｍｏｎｙｏｆｌｉｎｅａｎｄｃｏｌｏｕｒｔｈａｔｒｅｍｏｔｅｌｙｅｎｃｉｒｃｌｅｓ

　　　　

ｔｈｅｃｉｔｙ，ｉｎｈａｌｉｎｇｔｈｅｓｏｆｔｌｙｈｕｍｉｄｏｄｏｕｒｓａｎｄｆｅｅｌｉｎｇｔｈｅｆｒｅｓｈｎｅｓｓｏｆｔｈｅｙｅａｒａｎｄｔｈｅ

　　　　

ａｎｔｉｑｕｉｔｙｏｆｔｈｅｐｌａｃｅｒｅａｆｆｉｒｍ ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓｉｎ ｍｙｓｔｅｒｉｏｕｓｉｎｔｅｒｆｕｓｉｏｎ． ｌｔｓｅｅｍｅｄｔｏｈｉｍ

　　　　

ａｌｓｏｔｈａｔＤａｉｓｙｈａｄｎｅｖｅｒｌｏｏｋｅｄｓｏｐｒｅｔｔｙ；ｂｕｔｔｈｉｓｈａｄｂｅｅｎ ａｎ ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ ｏｆｈｉｓ

　　　　

ｗｈｅｎｅｖｅｒｈｅ ｍｅｔｈｅｒ， Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉｗａｓａｔｈｅｒｓｉｄｅ，ａｎｄＧｉｏｖａｎｅｌｌｉ，ｔｏｏ，ｗｏｒｅａｎａｓｐｅｃｔｏｆ

　　　

ｅｖｅｎｕｎｗｏｎｔｅｄｂｒｉｌｌｉａｎｃｙ．（４，ｐ．１９８）

　

〇ｈｍａｎｎはＡｎｄｔｈｅｂｅａｕｔｙｏｆｎａｔｕｒａｌｗｏｒｌｄ－－－－ｔｈｅ ｗｏｒｌｄｔｏ ｗｈｉｃｈ Ｄａｉｓｙ ｂｅｌｏｎｇｓ－－－－ｌｓ

ｓｕｐｒｅｍｅ．
｛１２｝ という言葉で，Ｄａｉｓｙの属している ｍａｎｎｅｒｓとはかけ離れた，〔超越的〕自然の世界が

あり， それは，Ｄａｉｓｙが所属できる世界であり， 最高のものだといっている，

　

つぎに， 筆者がこの場面をどのように考えるかを示しておきたい． 最初の， Ａｆｅｗｄａｙｓａｆｔｅｒ…
から …ｗｉｔｈｍｏｎｕｍｅｎｔａｌｉｎｓｃｒｉｐｔｉｏｎ．までは， 作者によって光景は遠景として提示されている． こ

の光景は微細に描写されたものではない， 総括的に， 絵模様でも描くように描写されている． 早春

のはなばなの芳醇な薫りが漂い， そのなかをＤａｉｓｙが散策している． 作者によって提示されたこの

世界を Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅもまた眺めていて，彼に，それがどうみえているかが説明されている，光景に

ついては，ｌｔｓｅｅｍｅｄｔｏｈｉｍｔｈａｔ… 以下， …ｊｕｓｔｔｈｅｎ．までに説明されていて， 彼には光景が， 作

者が提示しているのとまったく同様に， すばらしいものとみえているのである， しかし， 散策して

いる Ｄａｉｓｙは， 彼にどのようにみえているのであろうか．ｌｔｓｅｅｍｅｄｔｏｈｉｍ ａｌｓｏｔｈａｔＤａｉｓｙｈａｄ

ｎｅｖｅｒｌｏｏｋｅｄｓｏｐｒｅｔｔｙ；ｂｕｔｔｈｉｓｈａｄｂｅｅｎａｎｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｏｆｈｉｓｗｈｅｎｅｖｅｒｈｅｎｎｅｔｈｅｒ．をみると，
なるほどＤａｉｓｙの姿も彼にはすばらしくみえていることが了解されるが， しかし， 彼が彼女に出

会ったときは， いつもそのような印象をもっていたと， 作者が説明しているのを聞くと， 光景のす

ばらしさによって彼女がすばらしくみえるのではなく， 光景とは無関係に彼女は常にすばらしいと

いうことが分ってくる．ｍａｎｎｅｒｓにたいする抵抗の激しさの度合によって， 彼女の態度が変化する

だけである． 彼のほうがそれに戸惑うのである． この場面で， 彼女はひとりで歩いている Ｗｉｎｔｅｒ

ｂｏｕｒｎｅに，ひとりでいて寂しく はないかとからかい，彼が ｍａｎｎｅｒｓを守っていることを皮肉ってい

る． これにたいして彼も， 彼女のような未婚の女性が， 婚約もしていない男と出歩くことを非難す

る． それではと， 彼女は「α朔 ｅｎｇａｇｅｄ．
”と， でまかせをいい，

“Ｙｅｓ，ｌｂｅｌｉｅｖｅｉｔノ′’と彼が答え

２２



ヘンリー・ジェイムズの 『デイジー・ミラー』

ると，．，，，
”Ｗｅｌｌｔｈｅｎ－－ｌａｍｎｏｔ 〔ｅｎｇａｇｅｄ〕．

“（４， ｐ，２００） と前言をひろがえしてしまう． ここ

にもまた，ｃｈａｐｅｒｏｎｅがいる， いないという， ｍａｎｎｅｒｓの問題が浮びあがってきている． このよう

に考えてくると， 遠景としてみたとき， 形而上的な自然の世界とみえても， そのなかではｍａｎｎｅｒｓ

の葛藤が演じられており，光景はその葛藤のｄｒａｍａの背景になっていることが了解されよう．そし

て光景の美しさが葛藤のｄｒａｍａを引き立たせているのである，

５

われわれがＤａｉｓｙが確実に死に向かって進んでいくと予想できるのは，１９世紀のローマ社会のあ

るａｃｔｕａｌｉｔｙが彼女を覆っているからである，当時において，ゴロシュームに発生するマラリヤ蚊に

よるマラリヤ熱のため， 観光客はおおいに悩んだという．
（１３）Ｄａｉｓｙが Ｇｉｏｖａｎｅｌｌｉを従えて， ゴロ

シュームにやってきたのは，彼女がただ天心らんまんに自由に振るまいたかったからかもしれない．

しかし一方では， 死をも呼び込むほどのａｃｔｕａｌｉｔｙに， 身を浸すことで自分の自由の権利を主張し，

ｍａｎｎｅｒｓにたいして，抵抗の姿勢を示していたともいえる． Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅは彼女が，本当にはすっ

ぱ娘なのかどうか， 見当がつかなくなっていき， ついには， 根っからのはすっぱ娘だと， 断定して

しまうほどである．
彼女が死の間際になって，自分はだれとも婚約していなかったことを，Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅに伝えてく

れるようにいい残して死んでいく， その話を間接的に聞いたとき， 彼は， 彼女がやはり美しく， 純

真無垢であったと再確認するのである，

最後に彼女の墓地の光景を引用する．

　　　

Ｂｕｔ，ａｓい『ｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅｈａｄｓａｉｄ，
ｉｔｍａｔｔｅｒｅｄｖｅｒｙｌｉｔｔｌｅ． Ａ ｗｅｅｋａｆｔｅｒｔｈｉｓｔｈｅＰｏｏｒｌｉｔｔｌｅ

　　　

ｇｉｒｌｄｉｅｄ；ｉｔｈａｄｂｅｅｎ ａ ｔｅｒｒｉｂｌｅ

　

ｃａｓｅ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｆｅｖｅｒ． Ｄａｉｓｙ
’ｓ ｇｒａｖｅ

　

ｗａｓ

　

ｉｎｔｈｅｌｉｔｔｌｅ

　　　

Ｐｒｏｔｅｓｔａｎｔｃｅｍｅｔｅｒｙ，ｉｎａｎａｎｇｌｅｏｆｔｈｅｗａｌｌｏｆｉｍｐｅｒｉａＩＲｏｍｅ，ｂｅｎｅａｔｈｔｈｅｃｙＰｒｅｓｓｅｓａｎｄ

　　

ｔｈｅｔｈｉｃｋｓｐｒｉｎｇｆｌｏｗｅｒｓ．（４，ｐ．２０５）

　

ここには， ペーソスが満ちあふれている． 彼女が葬られているこの墓地には， カトリックの異国

の地でなくなったひとびとも葬られている．ＫｅａｔｓもＳｈｅｌｌｅｙもこの墓地に埋葬されている．Ｔｉｂｅｒ

川で１８２４年に溺死したという Ｍｉｓｓ Ｂａｔｈｕｒｓｔの墓碑名もそこに建っていて， 訪れる人々の涙を誘

うという，
（１４）Ｄａｉｓｙ

’ｓｇｒａｖｅ ｗａｓｉｎｔｈｅｌｉｔｔｌｅ Ｐｒｏｔｅｓｔａｎｔｃｅｍｅｔｅｒｙ，
ｉｎ ａｎ ａｎｇｌｅｏｆｔｈｅ ｗａｌｌｏｆ

ＩｍｐｅｒｉａＩ

　

Ｒｏｍｅ，からも同質のペーソスが感じられる． しかし， そのペーソスは， ａ

　

ｍｅｔａｐｈｙｓｉｃａｌ

ｆｉｇｕｒｅに超越していった，Ｄａｉｓｙから感じられるところのそれではなく，ローマの地で，ｍａｎｎｅｒｓと

戦い， 死に導かれていった Ｄａｉｓｙから感じとられるところのペーソスである．

Ｐｒｅｆａｃｅで彼はこの作品の人物はｐｕｒｅｐｏｅｔｒｙであり，ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎはそれを目指すものといって

いるところがある，
｛１５）

　

しかし，Ｐｒｅｆａｃｅは１９０９年のＮｅｗＹｏｒｋＥｄｉｔｉｏｎに付されたものであることを念頭に置く必要が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２３



伊

　

藤

　

仙

　

一

ある． この作品が， はじめて Ｃｏｒｎｈｉｌｌ・Ｍａｇａｚｉｎｅに載ったのは１８７８年である，
（１６）Ｊａｍｅｓが自分の

芸術観を確立したといわれたのが，１８８８年に出版された， ＲＱ中郷 ＨＤγＺｍ偽 のなかの“ＴｈｅＡｒｔｏｆ

Ｆｉｃｔｉｏ定 であるといわれている．
（１７｝Ｊａｍｅｓは自分の芸術観の確立しない以前の作品までも，１９０９

年の時点へと，すなわち，後期の芸術観へと，引き寄せるようにしてＰｒｅｆａｃｅを書いたといえよう．

　

この論文は，この小説をｐｕｒｅｐｏｅｔｒｙとして，ではなく，国際性の小説群のなかのひとつとして扱っ
たものである． その場合， ｍａｎｎｅｒｓが問題となってくる． この論文で試みたように， ｍａｎｎｅｒｓをそ

の当時の社会のａｃｔｕａｌｉｔｙと関連させてみると，Ｄａｉｓｙの姿が比較的鮮明に浮びあがってくる，
Ｊａｍｅｓによって選ばれ， 見る役目を与えられた Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅが， その対象について， なにを想像

し， 判断していくかということがつぎの問題となる． 彼が， Ｄａｉｓｙについて，
”
…．ｌｗａｓｂｏｏｋｅｄｔｏ

ｍａｋｅａ ｍｉｓｔａｋｅ． ｌｈａｖｅｌｉｖｅｄｔｏｏｌｏｎｇｉｎｆｏｒｅｉｇｎｐａｒｔｓ，
“（４，ｐ，２０６） と述懐する’とき， 彼は自己

と対象について， ある判断を下している． かりに， このように判断することを同定することと呼ぶ
と， Ｗｉｎｔｅｒｂｏｕｒｎｅは Ｚ彬 Ｐｏ“ｍｇｚｑｆαＬαあ のｌｓａｂｅｌｌｅに連動していく人物である，ｌｓａｂｅｌｌｅも

また， 対象と自己について， 絶えず判断を重ねていく人物である」

注

　

引用は７７２８Ｃｏｍめ′ｅｒ８７１α超 げ 鼠鋤か如’“ｅｓａｄ．Ｌｅひれβメメ（Ｌの可ｏ”：Ｒゆのず 鼠α“‐Ｄα〆ｓ，１９６２） により， 巻数，
頁数も同版に基づく． Ｍｒ．Ｍｒｓ．の表記については注 （１０）のＮｏｒｔｏｎ版に従った．
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